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都圏の 5 大学と 1 短期大学の主に文系学部生 403 名におこなった「読書」に関するアンケー
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トの分析結果である。
本を読む時間の平均は 62 分で、1、2 年と、3、4 年とに分けてみると 1、2 年の平均は
54 分、3、4 年は 70 分となり、専門課程に進むにつれて、読書の時間も多くなってい




平賀の調査では 400 名ほどの回答者であるが、読書をしない学生は 6.2％と少数派である。





















1 は 1 日の読書時間が 0 分の学生の推移を示したものである。2013 年度には 40.9％であっ
た。この時点で 4 割に読書習慣がなかったことがわかる。その傾向は調査年ごとに増加し
ていく。2014 年度は 41.7％、2015 年度は 45.6％、2016 年度は 49.8％、直近の 2017 年度
で 53.9％となっている。
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ない割合が多い。特記すれば 2014 年度にすでに医歯薬系は 50％を超え、2016 年度で 60％
を超えた。また理系は 2015 年度には 50％に届いていた。2017 年度に文系も 50％に迫って
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表 1 属性別 読書習慣のない割合（2013 年-2017 年）
読まない（％）
2013 年 2014 年 2015 年 2016 年 2017 年
全体 40.9% 41.7% 45.6% 49.8% 53.9%
?? 男性 39.9% 39.9% 44.0% 46.8% 51.5%
女性 42.1% 43.9% 47.5% 53.3% 56.7%
????
文系 34.6% 36.4% 40.1% 44.5% 49.3%
理系 45.0% 45.0% 48.6% 50.8% 55.4%
医歯薬系 49.5% 50.9% 55.5% 62.4% 63.2%
??
1 年 42.8% 44.2% 48.4% 51.8% 53.0%
2 年 41.0% 42.1% 45.5% 51.8% 57.5%
3 年 41.3% 40.9% 45.7% 48.5% 54.6%
4 年以上 38.1% 38.9% 42.2% 46.5% 50.4%
????
勉強第一 34.9% 34.9% 39.0% 43.9% 48.2%
サークル活動 45.0% 48.9% 51.4% 57.3% 61.1%
趣味 39.3% 36.4% 43.4% 47.2% 50.6%
交友・人間関係 45.5% 45.7% 51.1% 53.6% 57.8%
仕事や就職、資格志向 40.5% 40.8% 38.9% 48.5% 50.3%
アルバイト 52.1% 51.8% 60.2% 61.1% 59.7%
ほどほど 41.3% 42.3% 46.3% 49.7% 55.6%
なんとなく 52.4% 52.8% 54.3% 55.8% 61.0%
その他 26.9% 37.5% 47.1% 54.3% 42.9%
図2 読書習慣の有無別	勉強時間の平均変化（分）				 図3 読書習慣の有無別	スマホ利用時間の平均変化（分）
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図 2 より 2013 年度より一貫して読書習慣のある学生に勉強時間が長い。読書習慣のない
学生の勉強時間は短いが平均時間の差は 10 分程度である。2014 年度からその差は一定し
ている。
図 3 より 2014 年度より一貫して読書習慣のない学生のスマホ利用時間は長い。読書習慣
のある学生のスマホ利用時間は短いが平均時間の差は 20～30 分ほどである。この差を短い
ととるか、長いととるかで議論が分かれるところだが読書習慣のある学生も 2 時間 30 分ほ
どは毎日スマホを使っている（スマホを使わざるを得ない環境にいるともいえる）。平均時




たダミー変数、学部は文系を 1 としたダミー変数、生活比重は「勉強第一」を 1 としたダ
ミー変数とし、学年、時間に関わる変数はそのまま投入した。各年度別の分析結果が表 2
である。





表 2 各年度別 読書習慣のある学生の規定要因（ロジスティック回帰分析）
従属変数は「読書をする」=1（「読書しない（0 分）」=0）
2014 年度 2015 年度 2016 年度 2017 年度
B Exp(B) B Exp(B) B Exp(B) B Exp(B)
定数 -0.146 0.864 -0.354 ** 0.702 -0.498 ** 0.608 -0.590 ** 0.555
性別ダミー
（男性 =1） 0.236 ** 1.266 0.222 ** 1.249 0.347 ** 1.414 0.278 ** 1.320
学部ダミー
（文系 =1） 0.614 ** 1.848 0.572 ** 1.771 0.528 ** 1.696 0.494 ** 1.640
学年 0.041 * 1.042 0.064 ** 1.066 0.065 ** 1.067 0.032 ** 1.032
生活比重ダミー
（勉強第一 =1） 0.328 ** 1.389 0.344 ** 1.411 0.219 ** 1.245 0.310 ** 1.364
スマホ利用時間
（1日あたり分） -0.002 ** 0.998 -0.002 ** 0.998 -0.002 ** 0.998 -0.002 ** 0.998
勉強時間
（1 日あたり分） 0.002 ** 1.002 0.001 ** 1.001 0.002 ** 1.002 0.002 ** 1.002
通学時間
（分）
0.003 ** 1.003 0.003 ** 1.003 0.004 ** 1.004 0.004 ** 1.004
モデルカイ 2 乗 401.600 ** 345.830 ** 428.151 ** 401.732 **
-2 対数尤度 11447.849 12465.018 12884.900 12830.372 
Cox-Snell R2 乗 0.045 0.037 0.044 0.041 
Nagelkerke R2 乗 0.061 0.049 0.058 0.055 
N 8728 9298 9604 9584




薬系）、②勉強第一以外の生活比重をもつ、③女性となる。2014 年度から 2017 年度までの
本データからは以上のことがわかる。
続いて本モデルに加えて、時点の影響を確認するために 2014 年度から 2017 年度のデー
タを合算し、調査年度をダミー変数（参照は 2014 年度）として加えた分析をおこなった。
その結果が表 3 である。
表 3 からわかることは表 2 の結果同様、読書習慣のある学生は文系学部学生であること、
生活比重が「勉強第一」であること、男性であることが確認される。さらに、2014 年度を
基準として 2015 年度、2016 年度、2017 年度ともにマイナスで有意な効果を示している。












定数 -0.156 ** 0.856
調査年（参照：2014 年度）
（2015 年度 =1） -0.175 ** 0.839
（2016 年度 =1） -0.314 ** 0.730
（2017 年度 =1） -0.481 ** 0.618
性別ダミー（男性 =1） 0.271 ** 1.311
学部ダミー（文系 =1） 0.550 ** 1.733
学年 0.050 ** 1.052
生活比重ダミー（勉強第一 =1） 0.299 ** 1.349
スマホ利用時間（1 日あたり分） -0.002 ** 0.998
勉強時間（1 日あたり分） 0.002 ** 1.002
通学時間（分） 0.004 ** 1.004
モデルカイ 2 乗 1858.445 **
-2 対数尤度 49653.061 
Cox-Snell R2 乗 0.049 
Nagelkerke R2 乗 0.065 
N 37214
* p<0.05 ** p<0.01
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2 ） 調査変数は調査票では●時間■分と記入するようになっているが、本分析では●時間に 60 を
かけ、■分を加えた合計時間として再集計している。なお電子書籍も含んだ時間を尋ねている。
読書時間（0 分を含む）の平均は、2013 年度は 26.9 分であったが、2014 年度に 31.7 分と増え
ている。2015 年度から 28.8 分→ 24.4 分→ 23.6 分と下がってきている。0 分を除いた時間は
2014 年度に 54.4 分→ 52.9 分→ 48.6 分→ 51.1 分となっている。読書を 1 分でもする学生はこの
4 年の間、1 日に 50 分は読書にあてていることがわかる。
3 ） 1 日あたりに変換した勉強時間（授業時間を除く予習・復習・課題作成など）の全体の平均は
2014 年度に 56.7 分、2015 年度から 55.1 分→ 52.8 分→ 49.6 分と下がっている。大学生の勉強
時間は 1 時間弱ほどであるといえよう。同じくスマホ利用時間の平均は 2014 年度で 163.6 分で
87
武蔵野大学教養教育リサーチセンター 紀要 e Basis Vol.9（2019.3）
ある。2015 年度には 155.9 分と下がるが、2016 年度に 161.5 分、2017 年度に 177.3 分と増えて
いる。直近では 1 日に約 3 時間スマホ利用をしていることがわかる。読書習慣とは異なり、勉強
時間およびスマホ利用は大多数の大学生に習慣づけられたものとなっている。
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【付記】 本稿は全国大学生活協同組合連合会委託事業（『大学生の読書時間減少の要因を探る―学生
生活実態調査（2013-2017）データから―』）の研究成果での図表を援用しつつも、内容は表題に
あわせて書き下ろしたものである。データ使用の機会と掲載をお認めいただいた全国大学生活協
同組合連合会広報調査部にお礼を申し上げる。
